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「ＰＴＡ有志による“現代のおふくろの味”カレーライスの復活」  ＰＴＡ会長 脇 元 繁 之 

 

日頃よりＰＴＡの活動にご理解とご協力を賜り心より感謝申し上げます。新型コロナ

ウイルス感染症が２類から５類に移行され、以前のように授業はもちろんのこと、部活

動など子どもたちの行動も活発になり、保護者の一人として、胸を撫で下ろしていると

ころです。コロナ過で自粛していた学校祭も、通常に戻ったカタチで開催する運びとな

り、我々ＰＴＡも 5年ぶりにカレーライスの提供をすることができました。当初、保健

所の許可申請や保護者の参加見込み数減の予測など、心配することが多々ありました

が、島村教頭先生の頑張りと、中山副会長はじめ保護者有志のみなさんのご協力により

生徒、教員のみなさんに “現代のおふくろの味”の提供を実現することができ「考える

より行動する」ことの意味と意義を、あらためてＰＴＡ活動を通して教えてもらいまし

た。関係するすべての皆様に心より感謝申し上げます。これからも会員の皆さんと意思疎通をはかりながら、な

によりも子どもたちのために活動するＰＴＡであり続けられるよう努めてまいります。今後ともご指導とご協力

を賜りますよう心よりお願い申し上げます。 

 

 

「南陵高校はここから絶好調です！」 ～進路決定率１００％に自信     校長 小 野 達 彦 

 
「南陵高校って、なくなるんですか？」よく訊かれます。たしかにここ数年で間口が 
１つずつ減っていますが、全校生徒は２２０名。決してなくなるわけではありません。 
むしろ逆に、これからどんどん増やしていくつもりでいます。ですから声を大にして 
叫びたい。「南陵高校はここから絶好調です！」 
そのためにいくつか工夫と改善をしました。まず①教育課程の変更（Ｒ６より１年生
の芸術科目を音楽・美術・書道から選択できる「情操教育」を強化、さらに「生きる
力」を育むことを目的に家庭科や保健体育の選択科目を増やし「自分のことは自分でで
きる」意識づくり）次に②資格取得・検定へ挑戦（商業、ビジネス系など就職に有利な
資格・検定試験の対策をして「就職に強い南陵高校」がさらに強くなる）③正しい宣
伝・広報・ＰＲ（各種おたよりなどを通じ本校のようすを町内回覧板にて地域の皆さま
へお届けします。ホームページはさらに充実させます！） 

 南陵高校では就職はほぼ１００％年内に内定をもらいます。進学も１００％年内に全

員が希望どおりの大学や専門学校へ学校推薦で合格が決まります。学年や担任が保護者と複数回の懇談を行い、

一つ一つの手続きをていねいに進めます。入学金や学費について保護者向け研修会も行います。試験までの事前

指導にも力を入れています。きちんと敬語が使え、服装や頭髪がきっちりとした上で適性検査や学科試験の対策

も厳しく行います。企業や大学などから「南陵ブランド」として高い評価を受けています。だから南陵高校は「進

路決定率１００％」なのです。家族で安心して年越しができる状況が例年続いています。どうぞ南陵高校にご期

待ください。先生方はがんばっています。それは生徒たちががんばっているからです。多くのの皆さまからあた

たかいご支援とご協力がいただけるからです。どうか南陵高校の生徒たち、先生方へエールを送ってください。 



☆今年度のＰＴＡ役員です     ～どうぞよろしくお願いします 

役   職 クラス 役 員 氏 名 生徒名 

ＰＴＡ会長 ３年３組 脇 元 繁 之 柊羽 

ＰＴＡ副会長（３学年委員長） ３年１組 川 埜 美 波 龍陽 

ＰＴＡ副会長（２学年委員長） ２年１組 中 山 淳 子 瑛貴 

ＰＴＡ副会長（１学年委員長） １年２組 相 馬 伸 吾  陽菜子 

ＰＴＡ副会長（教頭）   島 村 真 幸   

会計       

会計（事務長）   鎌 田 光 浩   

会計監査 ３年３組 岡 元 千鶴子 耀飛 

会計監査 ２年２組 徳 長 めぐみ 美優 

会計監査 １年 組 （ 現 在 空 席 ）    

書記 ２年２組 斎 藤 昌 恵 圭佑 

書記（教員）   林   英 和   

書記（教員）   合 田 智 美   

３学年副委員長   

規約改正により役職廃止 

  

２学年副委員長     

１学年副委員長     

 

★昨年度末で異動された先生方、今もお元気でご活躍中のようです。 

・三木  公 教頭     北広島高校へ           ・井 山   宗 教諭（国語） 札幌東高校へ 

・村﨑 淳一 教諭（英語） 栗山高校へ（再任用）       ・立 川 久 恵 教諭（理科） 札幌英藍高校へ 

・東  龍徳 教諭（国語） 札幌月寒高校定時制へ（教頭昇任） ・松 村 睦 美 教諭（国語） 野幌高校へ 

・朝妻 正一 教諭（保体） 札幌白陵高校へ                   ・田 畑 良 樹 教諭（保体） 恵庭南高校へ 

・大堀 高一 教諭（数学） 札幌真栄高校へ                   ・安 川 愛 莉 養護教諭   追分高校へ 

                                  ☆皆さん、お世話になりました。 

  

 

★ＰＴＡ全道大会（後志大会）に行ってきました  令和５年６月９日・10日（小樽）  

 1 日目、３年生保護者の今村和恵さんは、魚戸おさむ氏の講演「漫画と絵本で描いた食べること、生きること」を聴きました。

子どもに弁当を創らせることは効果が絶大であることを語っていました。２日目、１年生保護者の相馬伸吾さんは第１分科会【ポ

ストコロナのＰＴＡ活動の課題・活性化について（抜粋）】に参加し、報告を寄せてくれました。 

１ ここ数年ＰＴＡとしての活動に制限を受け、思う様な活動ができていない。 

（１） コミュニケーションの希薄： 直接会って、会話をする機会がほぼなく、オンラインで会議をすることがあっても、実集

会に比べて身になるような会議になかなかならない事がある。まずはお互いを知り合って、話す機会を増やしてアイデア

を出し合える関係性の再構築が必要だと感じている。 

（２） 働き方改革による活動の減少： コロナに輪をかけて、働き方改革によって必要以上に活動を起こさなくても良いのでは

ないかという声も挙がっている。役員・保護者の中でもＰＴＡという存在意義がこれまでとは違い、関心が薄れている実

態もある。 

２ 感 想  

個人的な感想になりますが、コロナ渦によって失われたものも多いが、これからは時代や人の変化に応じて事業の変化が

必要なところは変化させて、残すべきところは継続し、現代に見合った活動をしていかなければならないと感じました。 

   児童少子化に伴い、難しい時代ですが学生のために何ができるかを考え、活気溢れた実りある活動ができるよう考えていき

たいと思っています。 



 

☆今年度の着任職員からご挨拶 
しまむら まさき 

島村 真幸 教頭  教科：国語 

（石狩南高校から） 

平成 28 年度まで勤めていた学校にまたもどってきたのは

とても深い縁を感じます。ここの生徒達は素直で良く話し

を聴いてくれる生徒でした。また、教員の先輩方はわたし

の見本となる主体的な集団でした。間口は減りましたが南

陵高校を盛り上げる 1人として頑張ります。それには保護

者の協力が不可欠です。PTAの集まりに是非出席ください。

教頭として生徒のために何ができるかを考えて、楽しい学

校生活がおくれる環境整備を校長とともに努めたいと思い

ます。 

みうら  まさと 

三浦 政人 2年2組副担：教科：国語 部活動：女バレ 

（札幌月寒高校から） 

 「先生、月寒高校から来たのですよね。〇〇さん知って

いますよね。私、友達です。」というのが、南陵高校の生徒

との初めての会話でした。３月で定年退職し、再任用でし

たので、前任校ではどこに赴任するか話していなかったの

に、既に知れ渡っているのが、驚きでもあり、喜ばしいこ

とでもありました。久しぶりの異動であり、若干の不安も

ありますが、一刻も早く学校に慣れて、生徒の成長、進路

実現のために貢献できるように努力したいと思います。よ

ろしくお願いします。 
みずの ひろゆき 

水野 寛之 ２年１組副担 教科：理科 部活動：男バド 

（南幌高校から） 

「急激なクラス減ですっかり寂しくなった」という声があ

りますが、全校生徒６人という超小規模校からここに赴任

したため､むしろ私にとっては久しぶりの「賑やかな学校」

という印象です。実は以前から隣のFu’sにはよくスキーを

しに来ていました。ここに赴任したのもきっと何かの縁だ

と思います。早く慣れて戦力になりたいと思います。よろ

しくお願いします。 

よしだ けいすけ 

吉田 圭佑 １学年付 教科：保健体育 部活動：男バス 

（鵡川高校から） 

私は高校生の頃まで札幌市南区で育ちました。今は自分

自身が生まれ育った地元の高校で働くことができる喜び

を大きく感じています。教育活動を通して、自然豊かな大

好きな地元の活性化の為に頑張っていきたいと思います。 

いち早く学校に慣れて、元気に働きたいと思います。よ

ろしくお願いします。 

こいけ  あすか 

小池 明香 ２学年付 養護教諭 部活動：茶道 

（札幌高等養護学校から） 

初めての勤務が高校、その後、特別支援学校２校に赴任

し、久しぶりの高校勤務となりました。忘れていた記憶を

取り戻しながら、生徒達と接する毎日です。生徒達が社会

に出たときに「自分のことは自分でできる」力が身につく

よう、サポートしていきたいと思います。よろしくお願い

します。 

 

★ホームページが新しくなりました！ 

 スマホでも見られます。「札幌南陵」で検索 

 生徒のようす、学校行事など内容盛りだくさん 

 校長ブログ（ＮＫＢ４８）シーズン２へ突入！ 

 毎日の閲覧数１００～１３０回！絶賛公開中！ 

 全国からファンメールが届いています(感謝) 

  

 

 

 

 

 

島村 真幸 教頭先生   三浦 政人 先生        水野 寛之 先生        吉田 圭佑 先生         小池 明香 先生 

 

☆新しいスタッフを迎え、南陵高校はますます明るい笑顔と元気な挨拶でがんばります！ 
 「あいさつと掃除」「確かな学力」「優しさと思いやり」そして「いじめや暴力を絶対に許さない学校」 

 



★南陵祭ありがとうございました！ 

 ・久しぶりに保護者へ公開、さらに地元の簾舞中学校、藤野中学校の生徒の皆さんをご案内、いかがでしたか？ 

  恒例の行灯、ステージ発表、クラスＣＭ、そして今年は全クラスがそれぞれのアイデアで縁日を用意しました。 

  部活動や授業での学習内容の展示、有志による発表も行われ、だいぶコロナ以前へ戻れたなという感覚でした。 

  生徒会執行部の生徒の見事な動き、先生方も「ＮＫＢ４８（南陵校長バンド）」でサプライズ出演しました。 

  なんといってもＰＴＡ食堂の「￥１００カレー」が大人気！ たくさんの保護者の方々がお手伝いくださいました。 

  手作りであったかい、そんな南陵祭でした。詳しいようすはホームページに掲載されています。どうぞご覧ください。 

☆今年も花壇「ＮＡＮＲＹＯ」できました！ 

 ・生徒玄関の前に本校通学バスのロータリーがあり、それが大きな花壇になっています。ここにたくさんの花を植えます。 

  当日はボランティアの生徒たち数十名と教職員、ＰＴＡ会長はじめ役員の方々で１つずつ色を選びながら並べました。 

  そして中心の樹木を囲むように、大きく「ＮＡＮＲＹＯ」の花文字が完成！ なかなかのインパクトがありステキです。 

  南陵高校には校内にも生け花があります。地元の大越さんご夫妻、本校書道部による作品をぜひ見にお越しください。  

★部活動もがんばっています！ これ以外にも毎日活動中の部活あり 

 ・科学部は全国高校生理科・科学論文大賞において「努力賞」を受賞。天文、生物、自然現象、ロボットの４班で動きます。 

  写真部は７月末に鹿児島で行われる全国総合文化祭へ、新岡さん（２年）と成田くん（３年）が出展します。 

  美術部は佐藤さん（３年）の作品が全道美術展へ、小林さん（３年）、田野さん（３年）が支部大会で佳作を受賞しました。 

  書道部は岡田さん（２年）、中野さん（２年）の作品が全道書道展へ、細貝さん（３年）、中上さん（３年）が支部で佳作。 

  吹奏楽部は現３年生の部員にＯＢが加わり「N.Wind Ensemble」として吹奏楽コンクールで金賞！全道もキタラで演奏！ 

  ハンドボール部も女子が全道大会へ進出！顧問の木立先生はまだまだ現役の選手として社会人の大会へも出場中です。 

☆全道の高校生へ調査、南陵高校を全国平均と比べてみると、、、 

 ・北海道高等学校学習状況等調査の結果について  (本校・全道） 

    １）先生はあなたのよいところを認めてくれる（５７％・３３％) 

    ２）先生は、授業やテストで間違えたところや。理解していないところについて、 

    分かるまで教えてくれる （６４％・３７％） 

  ３）学校に行くのは楽しいと思う（５２％・３８％） 

  ４）高校入学前に比べ、学習しようとする意欲が高まったと思う（３５％・２８％） 

  ５）今年度受けた授業で、ＩＣＴ機器をほぼ毎日使用した（８５％・３１％） 

  ６）ＩＣＴ機器を活用して、自分に合った学習ができている（８３％・７１％） 

    →入学時に機器（クロームブック）を購入できないご家庭には無料でレンタルしています。ご相談ください。 

★藤野ふるさとまつりにボランティアで参加します！ 

 ・８／５（土）１９名のボランティア生徒たちと校長が、準備から片付けまでお手伝いします。 

久しぶりの開催ということですが、若い力が必要ということで南陵高校に声をかけてくださりありがとうございます。 

 ＊その他、南陵高校で何かお手伝いできることなどありましたら、いつでもご連絡ください。スグに行きます。 

  地元とのつながりを大切にしたいと願う南陵高校をこれからもどうぞよろしくお願いします。 

☆「南陵いのちの授業」（３回シリーズ）あります！【別紙詳細】 

 ・別紙の通り９月から１２月にかけて３回シリーズで開催します。それぞれの分野でプロフェッショナルな三人を 

  講師としてお呼びし、生徒たちへいのちの大切さを伝える講演会です。どなたでもご観覧いただけます。参加を 

ご希望される方は別紙に記載の方法でお申し込みください。来春退職の校長として最後に彼らへ伝えたいこと、 

その気持ちを込めて企画しました。３回シリーズですが１回のみの参加でも大丈夫です。お待ちしております。 

★授業参観、校長室訪問、いつでもどうぞ。南陵高校をぜひその目でご覧ください！ 


